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☆お知らせ☆ 
*「住」部会 

5月１6日（月） 

13:30 
*「伝」部会 

5 月 26 日（木） 

13:30 

 

幸
ま
ち
づ
く
り 

 
 
 
 

 

編
集
後
記 

 

 
 

大
変
な
地
震
災
害
が
起
き
ま
し
た
。
他
人

事
で
は
な
く
、
今
一
度
命
を
守
る
備
え
を
し
ま

し
ょ
う
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
し
ま
し

ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
時
の
為
に
日
頃
の
備
え
の

大
切
さ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 幸
地
区
に
残
る
行
事
② 

伝
部
会 

 

初
午
（
は
つ
う
ま
） 

松
阪
で
は
こ
の
日
十
九
歳
で
厄
年
を
迎
え
た
女

性
が
着
飾
っ
て
お
寺
に
祈
祷
を
受
け
に
行
く
姿
が

多
く
見
ら
れ
、
投
げ
餅
や
賽
銭
を
後
ろ
向
き
に
投

げ
入
れ
、
振
り
返
ら
ず
に
山
門
を
出
る
と
い
う
習

わ
し
が
あ
り
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
ハ
ン
カ
チ
等

を
落
と
し
て
厄
落
と
し
を
す
る
様
が
み
ら
れ
、
道

筋
に
は
露
店
が
並
び
、「
猿
は
じ
き
」
や
「
ね
じ
り

お
こ
し
」
等
が
並
ぶ
。 

猿
は
じ
き
は
厄
を
は
じ
き 

去
る
（
弾
き
猿
）
と
い
わ
れ 

江
戸
時
代
か
ら
続
く
松
阪 

の
郷
土
玩
具
で
も
あ
る
。 

「
ね
じ
り
お
こ
し
」
は
牛
馬
で
鋤
（
す
き
）
を

掘
り
起
こ
し
た
形
が
同
じ
に
な
る
所 

か
ら
、
農
耕
の
始
ま
る
前
の 

初
午
に
、
厄
を
落
と
す
縁
起
物 

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
東
京
の 

「
雷
お
こ
し
」
は
松
阪
出
身
の
人 

が
ね
じ
り
お
こ
し
を
ヒ
ン
ト
に 

開
発
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま 

す
。
初
午
は
豊
作
祈
願
が
初
午 

の
日
が
早
い
年
は
火
事
が
多
い
と
い
う
俗
信
も
あ

り
ま
す
。
厄
年
は
悪
い
こ
と
が
起
こ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、「
厄
」
の
字
は
木
の
節
を
さ
し
人
生

の
節
目
を
考
え
る
た
め
の
機
会
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

つ
づ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 無料体験レッスン受付

中 

（５月生募集） 

講師 

藤井 祥波 
Fujii Sachiha 

〒515-0071 

松阪市桜町 581-41 

tel 0598-67-0945 

平
成
二
十
八
年
度 

幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会 

の
お
知
ら
せ 

 

幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
左
記
要
領
に
て

第
５
回
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
総
会
で
は
、
平
成

二
十
七
年
度
の
各
部
会
の
実
績
と
、
二
十
八
年
度

の
取
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
映
像
に
て
、
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
と
も
傍

聴
し
て
い
た
だ
き
、
幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
こ

と
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

＊
日
時
：
五
月
十
五
日
（
日
）
十
時
～
十
二
時 

＊
場
所
：
幸
公
民
館 

２ 

階 

大
会
議
室 

も
し
も 

 
 

そ
の
と
き
あ
な
た
は
？ 

 

最
近
地
震
が
多
発
し
て
お
り 

熊
本
地
方
で
は
大
変
な
被
害
が

出
ま
し
た
。 

最
近
の
起
こ
っ
た
地
震
を
見

て
み
ま
す
と 

四
月 

一
日 

三
重
県
沖 

四
月 

十
日 

兵
庫
県
南
東
部 

四
月
十
二
日 

三
重
県
中
部 

四
月
十
六
日 

熊
本
県
熊
本 

＊
熊
本
地
方
で
は
大
き
な
地
震

が
多
発
・
被
害
は
広
範
囲
に
及

ん
で
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
地
震
が
続
き
ま
す

と
東
南
海
地
震
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。 四

月
一
日
三
重
県
沖
で
発
生

し
た
時
に
は
緊
急
地
震
速
報
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の

対
応
は
「
適
切
な
行
動
が
と
れ

た
か
」
又
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、

ど
う
い
う
行
動
を 

と
っ
た
ら
い
い
の 

か
家
族
で
の
話
し 

合
い
が
大
切
に
な 

り
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

 

 

 



 

    ～交通手段が確保され安心した生活ができる 

                 地域づくりのために～(中間報告) 

   皆様からお寄せいただきましたアンケート集計中です。ありがとうございました。 

                       

     

 

 

 声の一例  

＊  鈴の音バスがもっと街中も走ってほしい 

＊  鈴の音バスを使いたくても近くにバス停がない 

＊  市内の隅々まで通るバスを希望 

＊  高齢者にはタクシー券がよい 

＊  高齢者だけではなく、いろんな年代が利用できるバスの運用があればと思います 

＊  バスを走らせる前に道路の整備を 

  ＊  年齢とともに自転車に乗れなくなる、バスが利用出来れば外出も楽しくなる                             

 

 

 

 

 

いろいろとご意見をいただきました。今後、高齢化する中で、身近な交通の手段が 

いかに必要か、このアンケートに表れています。 

  今は車があるが、いずれは車も乗れなくなる。病院とかスーパーに行くには、タクシー 

バス等に頼らなければならないとか不安の声が聞こえてきます。 

アンケートの集約の結果を見て、まちづくり協議会では、住民の皆様と一緒に考え 

ていきたいと思います。 
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23%

71%

6%

今必要な人が

いる

必要な人はい

ない

その他

 

48%

4%

48%

必要だと思う

不必要だと思う

将来必要となる

かもしれない

バスなどの交通手段が必要な人 

幸地区にもっと便利な交通手段が必要ですか 
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